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，商業
革
命
時
，代の

.

獨，逸

ン

サ

■BMR

高

村

象

パ
ル
ト
海
地
帶
を
以
て
己
が
封
鎖
的
獨
占
滴
業
圈
と
な
し
、
，
ご
-こ
.へ
巡
出
を
企
ヤ
る
外
國
勢
ヵ
を
飽
ぐ
^
で
.阻
む
こ
と
は
、.後
期
獨 

逸
ハ
ン
ザ—

特
に

}?
,
尸
べ
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
ゥ

*
ン
デ
ン
諸
都
市
群
が
、
そ
の
商
略
上
最
も
緊
要
^
課
，題
と
し
，た
と
こ
ろ
で
あ
^
。 

こ
の
爲
め
に
、
：.西
方
か
ら
ぬ
.關
門
に
當
る
ズ

.̂
ト
海
姨
航
行
權
の
猙
奪
が
、

ハ
ン
ザ
乃
至
そ
の
競
爭
勢
力
の
目

標

と
な
.つ
た
。
し
か
も 

ど
’の
海
峡
の
吏
配
に
と
つ
て
肝
溧
な
雨
岸
の
地
は
、
-丁
抹
の
領
土
で
.あ
つ
た
故
に
、
航

行

權

赢

秦

.ひ
に

は

、,-
'
ス

ヵ

ツ

ヂ

ナ

ヴ

ィ

ア 

の
政
情
が
織
り
述
.ま
れ
ざ
石
を
得
'な
.か
つ
た
。
斯
く
て
.こ
れ
の
動
向
に
應
じ
て
、
或
は
リ
.ュ
ベ
ッ
ク
の
，有
利
に
、
或
は
外
阈
商
人
の
優 

勢
の
-裡
に
、
'ズ
ン
.ド
制
■
戰
は
展
開
さ
れ
て
行
つ
た
の
で
.あ
る
。
こ
，の
外
國
勢
力
と
し
て
佗
、
，和
蘭
、
英
告
利
、
M
に
南
獨(

後
に
は 

中
獨
^_

フ̂
ィ
ブ
，チ
ッ
ビ)

の
商
業
資
本
を
擧
げ
得
る
。
私
は
他
の
•機
會
に
、
和
蘭
商
業
資
本
の
進
出
に
就
い
て
浩
干
述
べ
た
が
ハ
1
0、 

本
稿
で
は
ズ
シ
.
.K
'
鬪
爭
が
結
末
を
見
た
時
代
を
中
心
と
し
て
述
べ
て
見
た
ぃ
_

o

.

.
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革
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獨
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商
業
繁
時
代
の
獨

-逸
o
. 

--  

•  

'

H
六
，

C

1
:0
三
四)

，ス
，.ン
卜
を
繞
洛
和
蘭
と
獨
逸
バ
ジ
ザ
と
<z
>
爭
ひ
は
、
二
五
四
四
年
の
シ
バ
ィ
ャ
ァ
に
於
け
る
媾
刺
を
以
て
、
和
蘭
側
に
有
利
に
決
定
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し
た
ど
云

.っ
て
ょS

。、

即
ち
同
滌
約
に
於5

 V
、

ヵ
ァ
ル
五
世
は

.丁

.抹
王

^
^
に
關
す
名
要
求
を
撤

.囘
す
る
代

«
と
し
て
、
和
蘭
船 

.舶
の
ズ
ン
ド
航
行
自
由
を
得
た

0
で
あ
っ
た(

0̂
。
'但
し
こ
( 7
)

世
紀
の
後

、̂
謂
ゅ
る
北
方
ゼ
年
戰
雜
に
際
し
て
ズ
.ン

. ^

封
鎖
が

#

び
妞 

上

，
に

め

、
ぼ

葸
0
.，そ
し
て
そ
，の
後
ー
時
と
ご

.を
通
過
す
る
和
蘭
敝
舶
め
數
は
急
減
す
る
が(

3〕

、
，然
し
こ
れ
は
リ
ュ
べ

•ッ
.ク
が
海
狹
を
跗 

握
し
だ
が
爲
办
に
基
く
も
の
で
は
な
ぐ
、
原
因
は
佌
に
存

b
た

®
即
ち
そ
れ

^
"
和

■
獨
立
運
動
の
餘
波
な
の
で
あ
っ
た
。
防

‘っ
て
、

,.'  
.
 

.
 

.•
 

,

. 

»
 

.
 

r.
 

.  .  
:
 

: .  

•
- 

,

ズ
シ

‘デ
に
於
け
る
勢
力
の
交
替
は
、
右
の
四

0
年
代

.に
行
は
れ
，た
と
做
む
て
ょ
い

‘の
で
あ
る

。
■
 

_ 

.

...

.
,

,

f 

' 

-

匕
の
十
六
.世
紀
四
〇
年
代
は
、
謂
ゆ
る
商
業
革
命
の
初
期
に
該
當
す
る
ノ
、'<
?
:こ
ろ
で
、
ク
9
.
Kト
フ
士
ロ
* 

nu-
ム
ボ
の
新
大
陳
發 

見

や

ヴ

*r
ス
dr
>.
•ダ
.，
ガ
ァ
ノ
マ
.の
東
印
度
航
路
開
拓
や
の
世
界
史
的
事
實
を
以
て
開
始
^
れ
た
商
業
革
命
は
、
獨
逸
ハ
ン
ザ
の
励
向
と 

如
何
な
る
關
聯
を
有
し
た
か
。
•通
說
に
ふ
れ
ば
、
こ
の
變
苹
に
ょ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
北
歐
に
蟠
踞
し
當
時
の
世
思
經
濟
の
中
樞
を
爲
し

•

-
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ぃ：

. -、
•
• 

•■■
-

.
 

-

!
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•

,

- 
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':■
■
: 

. 

.

.

.

.

.

て
-

.

-

V

V

- 

. 

/
.

，
た

獨

逸

ハ

ンザ
は
、

遂
に
見
る
蔭
も
な
き
も
の
と

北
し
て
了
つ
た
と
宏
は
れ
る
。
事
實
そ
の
結
果
か
ら
見

y
な
ら
ば
、
こ

の

.1
說
は
、

V
- 

. 

- 

. 

. 

■

.

-

.

.

-

-

」 

-
て

-
.

..V-. 

} 

: 

- 

... 

.:■
■.
.
 

- 

. 

- 

/ 

.

.

.

.

そ
の
大
勢
に
關
し
て
誤
つ
て
は
居
な
い
。
免
さ
し
く
獨
逸
ハ

-シ
ザ
の
沒
落
は
、
商
業
革
命
と
時
を
同
じ
ぅ
し
て
居
る
。
然
し
そ
の
沒
落

は

"
通
常
說
か
れ
る
や
ぅ
に
、
時
代
が
沿
岸
航
海

——

商
業
中
心
か
ら
外
洋
航
海
時
代
に
榧
移
し
た
の

■に
對
し
、

•パ
’
ン

ザ

の

支

配

領

域

.

-

 

.
-
-
-
- 

■

:
-
/

 

-

 -
-

 

.

 

.

が
そ
の
地
理
的
條
仲
か
ら
こ
れ
に
觸
れ
る
と
こ
ろ
な
く
、

ハ
ン
ザ
商
業
亦
こ
れ
.に
參
加
す
る
こ
と
を
し
な
如
つ
た
か
ら
坐
じ
だ
の
で
あ

ら
ぅ
か
。

.

:

.*
■
-

-
.
、
、
、

.

先
づ
ハ

.ン
ザ
が
外
洋
航
海
と
關
係
な
し
と
の
說
に
對
し
て
は
、
謂
ゆ
る
發
見
時
代
前
に
於
い
て
、

ハ
ン
ザ
諸
都
市
が
盛
に
ア
イ
ス
ラ

.
ン
ド
へ
•の
航
海
を
.行
つ
た
こ
.と
は
如
何
に
解
釋
す
べ
き
か
と
問
は
•れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
單
な
る
沿
岸
航
海
で
は
な
い
か
ら
で
あ
：

• 

'
る
。
然
し
假
り
に
こ
れ
を
尙
外
洋
航
■海
の
通
念
に
合
致
’せ
ず
と
し
て
斥
け
得
る
と
し
て
も
、
士c

世
紀
の
八
〇
年
代
に
於
.け
る
ブ
ラ
ジ

• 

• 

.

.

.

.
 

.

ニ

：.：系
へ
.：
の
：航

海

に
.、？
ダ
シ
：チ
ヒ
m
民
が
和
蘭
商
人
及
び
船
長
セ
典
：を 

,
十
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、

ハ
.ム
‘ブ
ル
ク
商
人
が
自
船
を
以
て
リ
ス
ボン
_
_

ブ
ラ
‘̂;
ゲ—

パ
，
A
ブ
.ル
:>
の
航
海
に
從
事
;1
>
て
ト
居
た 

資
料
に
對
し
て
は
.

(

'&)

•
‘無
下
に
.こ
れ
を
拒
み
得

.̂
い
で
お
ら
ぅ
。
，ハ
ン
ザ
商
人
も
、
決
し
て
新
大
陸
貿
易
に
對
し
て
無
關
心
で
は
な 

か

0.
灸
の
.で
あ
る
。
'次
に
、
.斯
か
る
直
接
的
參
加
は
，
.そ
の
例
證
多
か
ら
ざ
务
士
こ
ろ
.か
ら
し
で
0
0、
.
こ
れ
を
重
視
し
‘得
な
い
と
し 

、
て
も
、
：十
六
世
紀
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
都
市S,

西
瑯
牙

•
葡
萄
牙
航
海
，に
對
じ
て
は
、
目
を
.蔽
ふ
こ
と
が
出
來
な
い
。
そ
れ
は
決
し
て
例 

外
的
現
象
去
し
て
雜
せ
ら
る
べ
き
程
度
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
明
か
，に
て
：れ
は
、
：東
西
兩
印
度
貿
易
へ
の
間
接
的
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.
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參
加
に
外
な
も
な
い
の
で
あ
る
。
斯
く
て
ハ
ン
ザ
の
浚
落
は
.丨
新
時
代
の
航
海
I

商
業
と
の
聯
關
を
缺
い
た
か
ら
と
は
沄
ひ
得
な
い

の
で
あ
‘る
。 

’ 

• 

,
.

、

'

.

i
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• 

■ 

/
 

- 
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* 

■
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そ

-̂
に
も
拘
ら
，ず
、
事
實
と
し
て
へ
ン
ザ
•は
こ
の
商
業
革
命
期
に
沒
落
し
た
。
、そ
の
所
以
は
那
邊
に
存
す
る
か
。
そ
れ
は
前
記
'ハ
七 

ブ
ル
ク
商
人
、の
新
大
陸
貿
為
‘が
.ー：六
0
ニ
苹
を
以
て
暫
ら
く
の
間
中
斷
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
龙
事
情
に
求
め
ら
れ
ょ
ぅ
。
即
ち
十 

六
世
紀
末
年
ょ
り
.西
班
牙——

1

牙
政
府
は
、
：，ブ
ラ
ジ
‘ル
に
於
け
る
外
國
人
の
商
業——

航
海
禁
止
政
策
を
强
化
し
た
。
こ
め
場
合
.

.
• 

.

.

-

 

- 

, •

 

V

.

 

. 

■ 

rf 

- 

< 

,
. 

> 

.

佛
蘭
西
船
舶
の
如
き
は
、
こ
，の
閉
鎖
策
に
も
拘
ら
ず
、
.尙
暫
時
北
部
ブ
•ラ
ジ
.ル
•に
於
；

S

て
.故
岸
貿
易
を
營
み
得
た
の
に
對
し
，
ハ
'-ン
ザ

- 

. 

. 

.

. 

.
 

ノ： 

.
二

船
舶
は
全
く
こ
れ
を
爲
し
锝
飲
か
づ
た
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
は
結
局
、\

ン
ザ
侧
に
於
い
て
西
班
牙
l

i
牙
の
武
力
的
獨
占
を
打 

•商

業

筚

命

時

代

の

獨

逸

ハ

ン

ザ

.
• 

三

七

p
§
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-

I

f

 

1

-

^

 

H 

八 

i

i

六
'

破

す

^

'®
力
を
缺
い
た
か
ら
レ
外
な
ち

^:
い
。

. 

.

.

. 

■ 

.

そ
れ
に
は
、
■こ
§
•
に
於
け
るX

ン
ザ
謹
市
の
資
力
.の
职
足
や(

7)

人
材Q

缺
如
も
數
先
ら
れ
ょ
デ
.

(

s

>
又
そ
れ
に
も
場
し
て 

ハ
ン
ザ
都
市
の
？

る
獨
逸
帝
國
の
經
政
的
沒
落
、
.更
ポ
は
こ
の
本
國
と
バ
ン
ザ
都
市
と
の
連
製
の
緊
密
さ
を
缺
い
た
I

が
考
へ
ら

.
'
豫
屢
舊
著
植
風
碧
夢
應

■
^
■
_

:
觀

景

乃

至

：そ

贫

進

ヵ

0
如
^

あ

つ

て

•こ
-の
意
味
に
於
い
て
は
、
ハ
ー
ン
ザ
の
植
民
地
貿
易
.は
、
_ぞ
.の
.直
接
婚
當
者
た
る
ぐ
ン
ザ
諸
都
市
な
り
，
又
は
そ
の
货
後
の
獨 

逸

帝

國

な

，
り

の

權

ヵ

さ

へ

难

固

た

f

の
.が
あ
れ
ば
.
'て
れ
を
繼
續
し
得
•た
の
で
.あ
つ
た
と
海
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
宗
敎
戰
啡
に
ょ
る 

獨
逸
帝
國
、
殊
に
ハ
ン
.ザ
の
地
盤
た
る
北
獨
地
方
の
經
濟
的
衰
退
を
前
E

て
紅
こ
れ
を
求
め
難
い
。
也

し

、覽
時
代
の
植
民
地
質
為 

'の
先
驄&

成
攻
者
炎
る
葡
萄
牙
が
、
當
初
と
れ
を
遂
行
す
る
に
要
す
る
資
力
を
南
獨
逸
や
.伊
太
利
の
大
商
人
に
求
め
.た
こ
と
2

、
.
或 

は
西
班
牙
が
そ
の
銀
船
版
や
無
敵
艦
隊
の
編
成
1
、
和
蘭
や
ハ
，ン
ザ
.の
船
舶
を
拿
捕
し
て
，こ
れ
に
當て

..

た
.こ
と

等

に

讓
す

れ
ば

S

、

こ
の
北
獨
の
經
濟
的
沒
落
は
、
■
必
ず
し
も
ハ
ン
ザ
の
植
.民
地
貿
易
の
.社
絕
、
從
つ
て
ハ
ン
-
ザ
そ
の
も
の
、
沒
，落q

晰
提
條
件
と
な
る
と

は
限
ら
:̂
い
と
.；C
P
Sへょ
ぅ

。
：

•  

'
 

.
 

•
 

■
 

.
 

•
 

.

.

で
は
次
に
ハ
ン
ザ
•
と
獨
逸
帝
國
と
の
紹
び
付
き
'は
哪
緩
し
て
居
た
か
。

葉
ハ
ン
ザ
が
そ
の
陣
容
を
立
て
直
す
に
當
づ
て
制
定
し
た
聯
合
規
約〈

K
l

d
e

r
a

f

 s
n

i
)

 

Q

胃
-
頭
に
、
皇
帝
及
び
獨
逸
带
國
:• 

食
に
：は
各
個S

都
市
; ^

服

屬

す

邊

老

、
對
.す
る
忠
節
I

f

 

s

b

を
宣
言
し
た
こ
と
は
0

、
後
述
す
る
如
f

 Q

頃

Q

、

ン
ザ
の
本
質
を
知
，S

ち
と
な
.

•

で
あ
る
が
、
い
ま
右
.の
問
題
：i

じ
I

•

へ
ば
.、
ハ
ン
ザ
と
上
級
政
治
權
か
と
の
•
間

に

緊

密

を

，欠

，

い
た
こ
と
の
證
左
と
钇
ら
ぅ
。
何
と
^
れ
ば
、
現
實
の
事
態
に
於
い
て
然
ら
ざ
;t
)
,
4が
故
に
こ
そ
、
.特
に
こ
れ
を
掲
げ
る
要
が
あ
っ
た 

と
も
.做
す
の
.で
あ
る
。
然
し
こ
れ
.と
反
對
に
、
こ
れ
.は
單
に
服
屬
關
係
.の
存

:«
於
苒
確
認
し
た
に
.過
ぎ
ぬ
と
も
_
釋
法
れ
得
よ
ヶ
0ノ
そ
. 

の
‘孰
れ
を
採
る
'ベ
ぎ
か
ば
、
尙
他
に
多
ぐ
の
考
證
を
要
す
る
隨
題
な
:o
で
-あ
る
が
^
現
在
私
と
し
て
は
’
後
者
の
解
釋
に
紙
い
で
居
る
, 

そ
れ
は
後
期
ハ
ン.
ザ
、時
代
に
於
い
て
、
諸
侯
と
の
關
係
が
尖
餽
す
る
に
從
っ
て
、
諸
都
市
は
諸
^

の
耍
求
钇
容
れ
る
こ

と

多
く
，.
そ
'

の 

對
立

o
綏
和
に
努
か
て
居
た
と
見
•ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

、
，

■ 

•

; 

,

を
■
か
f

為
の
ス
系
货
諸
都
市
0
$

的
態
«'
-
の
#
在

は

_
:

(

處

策
に
、
.消
極
的
な
色
彩
を
示
し
始
め
た
の
は
、
旣
述
の
如
く
！
三
七
0
年
代
の
パ
ン
，ザ
發
展
の
絕
盛
期
に
始
ま
る
が(

12)

、
爾
來
ソ
そ
の 

僦
向
は
益
々
.そ
の
度
を
傑
め
る
の
み
で
あ
.っ
た

.0
そ
、の
極
、
遂
に
ば
外
地
據
點
P
喪
失
と
な
り
A
又
加
盟
諸
都
市
相
S'
の
緊
辦
を
欠
く 

.結
果
^
な
冷
；だ
。
^
業

革

命

：
の

钱

は

れ

％
房

卷

«:
中

:0
1

-1
:
較

證

^

て

す

地
據
點(

商
館
所
在
地)

と
しK

は
、
西
北
部
諸
威
を
擧
げ
得
る
の
み
で
.あ
-る
。
他
の
ス

ヵ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
於
け
る
、
或

、は
ネ
チ
デ
•ル 

テ
ン
ド
'
英
吉
利
、
露
西
龃
等
に
於
け
.る
權
益
は
、
旣
に
喪
失
ぜ
る
か
、
又
は
そ
の
意
義
を
全
く
減
じ
っ
.
\あ
る
か
、の
狀
態
で
あ
.っ
た
0 

叉
^
部
に
於
け
.る
諸
都
市
の
離
反
.は
、
こ
の
十
六
•世
紐
に
於
.い
て
特
に
明
確
な
姿
を
と
づ
て
居
る
？
三
〇
年
代
に
於
け
る
對
和
'蘭
級
# 

に
際
し
て
、
.，ハ
ム
ブ
ル
ク
-が
H

へ
ッ
ク
の
指
導
と
い
ふ
ハ
ン
ザ
ビ
傅
統
よ
り
離
脫
し
て
中
立
的
德
虞
を
採
り
、
M
fo
は
競
矫
容
マ
ァ 

チ
ャ
ン
ト
，•
ア

ド

ヴH -

ン
チ
；*
.
ァ
ラ
ス
の
進
•出
を
許
容
せ
石

如—

き(

13)

、
或
は
バ
.ル
ト
海
染

部
に
於
い
て
夙
に
リ
t
へ
ッ
ク
と
競
合
關
. 

係
に
あ
っ
た
ダ
ン
，チ
.ヒ
の
如
き
、
孰
れ
も
ぞ
の
母
胎
ハ
シ
ザ
よ
り
の
獨
立
.を
と
..の
時
期
に
明
白
に
表
明
し
だ
め
で
あ
.っ
た
。
こ
の
'他
方
、 

V

-、
.
商
業
革
命
#
代
の
獨
逸
ハ
ン
ザ

' 

, 

-
■ 

• 

.
•

三

九

(

l
o
H七)
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、

.
’し 

* 

パ

,
四
o

2 .

ひ
与
八)

-

こ

め

内

部

的

背

反

と

英

•
蘭v

南
獨

•
坪
，獨
勢
ヵ0

侵
入

危

ょ

，つ
て
、
-舊
來
の
東
：西
兩
歐
連
，絡
商
業
路
の
意
義
喪
失
.

し 

た
リ

,
ベ
少
、ク
I

六
世
紀
初
年
謂
ゅ
る
ス
テ
ェ
.ブ
ル
*强
制
政
策
を
採
用
し
セ
3〕

、
•以
て
’そ
の
顏
勢
を
，防
が
ん
と
し
て
居
る
。
ご
ゃ 

••
!
?产{
.ソ
タ
の
ネ
テ
メ
フ
ル
强
制
^

ズ
シ
ド
.封
鐵
の
實
を
具
ふ
f

の
.
f
耳
ふ
べ
.く
获

 ̂

ダ
ク
が
ズ
ノ
ド
支 

配

に
湯

し

た

I

I
し
得
I

、
然
し
と
S

策
に
對
y

 
ニ

す

ク

S

S

見
I

〜

ぎ

^

强
め
•る
の
：結
媒
と
■な
：つ
た
の
で
あ
つ
た(

3
)
？
：、

：
. 

' 

' 

:
:
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>

パ
-":•
■:

■.
.;■
,
'
.
.

■,
-:■
-'■
:
'
-
■■
.
':;
'.
バ

■'
:
.
.
-■
:
:
.
.
. 

v

:-
-:-
'v;
:;
'-
'
'
.
-.
'
.
.
'
■■
:
'
:>.
. .“
.'.
..
i

-•
-.■
■

■
'

.

.
■

..

.-

.

■■
' 

.4.
-
:
.
.
.
^
.
-
.
.
^
-
.
.
.
'
'
I

-1
-
.'
:

-
、

:■
■
:■
:
*
•
■-
メ

.I1
'
.い：.-■■
'■
■:
.:<
.
.■>'
.
•.,
.
v.*
--'
-
:
'
,
,.
v
;-
:
.
•
”

斯
く
の
|

狀
態
を
來
し
た
，の

も

騖

は

、

^
ン
、サ
が
.十
姻
世
.紀
後
半
以
來
、
そ
の
傳
來
的
商
業
體
制
乃
至
外
地
に
於
け
る
旣
f

 

•爲

I

汲
々
空

も

の

，が
あ
つ
た
t

’.
に
外
な
’I

いo、

r

s

fな
く
シ
ト
算
ズ

ゾ
K
の
織
和
，

(

從
ひ
て
獨
逸

ハ
ン
ザ
の
最
盛 

■
 
&
.
は
、
發
見
時
代
の
開
始
ょ
ミ
一
世
紀
餘
の
前
で

I

。
爾
來<■ 

H

Q
外
部
世
界
の
政
治
.
霖

情

勢

S

移
：(

例
べ
■ば 

.奮

民

讓

Q

創
成)

.
と
繁
|

持
、ち
つ
入

-
こ
れ
1
對
應
し
て
そ
の
內
部
還
權

|

_
へ，|

だ
。

.

1

0外
部
の

變
化
と
商
. 

'■業
革
命
§

生
為
離
れ
難
く
結
び
付
く
き
ろ
か
拿
れ
ぼ
、
商
業
革
命
は< 

v

n

t
め
た
I

s

f
で
あ
ら
ぅ
。
，
 

翁
し
私
と
し
て
は
、
裏
革
命
が
發
生
し
な
ぐ
て
も
、

-
多
は
崩
壌
す
る

I

に
置
か
れ
て
居
た
'の
だ

と

考

へ

た

い

。

そ

し

て

そ
，， 

を
ノ
前
記Q

鍪

轉

換

に

何

f

も
I

す
I

見
る
。
そ
し
て
そQ

IQ

取
に
、
孩

等

と

て

も

齧

心

た

备

な
か
I

n

 

貿
易
へ
I

接
的
參
加
が
、
S

化
さ
れ
ず
に
終
つ
た
.？

f

又
I

s

f

 

f

 

f强
大
I

す
る
I

f
 く
終 

S

の
だ
盒
ふ
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
商
業
革
|

獨
逸
ハ
シ
ザ
.の
沒
落
を
促
進
し
た
ご
と
は
確
か
で
あ

る

が
、

.

然

し
I

こ 

と
に
よ
っ
て
兩
者
の
f

直
接
s

f

f
る
：よ

革

命

S

坐

以

の

I

歩
ん
I

た
5

1

り
•
こ
れ
が
こ
0
.大
史
實
.の
肜
現
と
其
に
促
進
，さ
れ
た
の
で
あ
0
た
と
考
へ
る
の
で
あ
る
0
. 

'

.

扨
.
て
_、-
外
地
據
點
の
交
配
-<
>
:
-、外
地——

本
國
都
市
間
の
聯
絡
と
.
に
ょ
っ
て
.
ハ
ン
ザ
の
盛
大
が
齎
ら
ざ
れ
た
と
す
れ
ば
•積
極
的
進
出 

を
な
し
得
ず
又
外
地
‘
權

益

擁

護

，の

カ

を

も

缺

く

に

畜

< >

た
以
上
、.
，'ぐ
；

V
.

ザ
の
沒
落
は
.
必
然
で
あ
り
、
又
獨
逸
ハ
シ
ザ
が
同
盟
と
し
て
存

續
す
？

p

の
實
無
き
こ
とI

K

ふ
迄
も
な
い
。
し
か
も
同
盟
と
1

て
の
意
義
を
失
へ
ば
，先
ふ
‘程
、
.
1
|盟
の
必
要
.
が
强
調
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
.

-■ 

■ 

■ 

■ 

.

.

•*
.
.
:
- 

* 
■ ■ 

, 

.

.

.

. 

.

-

十
六
世
紀
に
於
け
る
ハ
ン
ザ
な
の
で
あ
づ
.た
。
然
し
な
が
ら
、こ
の
^
合
に
於
け
る
同
盟
の
意
義
故
-'
.盛
時《

ン
ザ
に
見
出
さ
れ
る
如
き
、 

淸
新
な
躍
動
に
滿
ち
た
活
動
體
と
し
て
，の
そ
れ
で
は
無
い
。
ぞ
れ
对
、謂
は
と
形
態
的
整
備
と
も
稱
す
べ
き
意
味
の
同
盟
»-
建
< 0
;

:要
求
で

- 

-

-

 

• 

-
*
» 

I 

•
. 

.

.

.

あ
.っ
た
。
こ
れ
を
具
體
的
に
云
へ
ば
、
.十
.六
世
紀
中
葉
に
於
ー
て
制
定
.さ
れ
た
全
：ハ
：'ン
，
ザ

，
四

區

分

制

の

確

立

が

あ

る

0
即
ち
リ
ュ
べ
.ッ

ク
、
ケ
ル
ン
、
ダ
ン
チ
.ヒ
、
ブ
ラ
ゥ
ン
、\
,ュ
ヮ
ィ
ク
を
夫
々
0*
首
腦
都
市
と
す
‘る
、四
區
分
制
の
形
成
で
あ
る
々
‘又
‘ハ
ン
ザ
の
常
住
代
表

■: 

- 

* 

. 

* 

• 

- 

■ 

- 

• 

.

者

(
s
y
n
d
i
k
u
s
)

の
職
•が
設
け
ら
れ
て
居
る(

17〕

。
そ
の
他
、
fr
j
.盟
參
加
都
市
に
對
す
る
義
務
.規
約(

前
記
の
'

K
o
n
f
s
l
t
i
l
l
u
l
)

■ 

> 

. 

- 

.

.

. 

- 

- 

.

.

.

.

.

.

.

:

■. 

'

.-
- 

:
-:
- 

-

..
■ 

•

- 

.

.

.

-

, 

.

.

.

.

の
制
宠
等
が
あ
る
が
、
斯
く
の
如
き
制
度
的
完
成
は
、商
業
革
命
期
の
ハ

ン
ザ
に
ど
つ
て
何
を
意
味
ず
る
の
で
^ '

ら
.

う

か
。

.

そ
れ
ば
♦.、ハ

ン
ザ
の
具
有
し
及
後
極
的
.な
面
の
喪
失
を
蔽
ふ
爲
め
-
或
は
補
ふ
爲
办
の
行
爲
で
，あ
っ
^
と
も
考
へ
ら
れ
ょ
う
。
即
ち
十
六
世
紀
に
於

. 

• 

- 

.

.

.
 

• 

- 

■ 

• 

. 

•

.

い

て

、

猶

逸

，ハ

•ン
ザ
は
そ
の
同

.盟結
成
の
意
義
釔
轉
換
b

、

A

ン
ザ
は
單
'な
る
一
箇
の
‘形
骸
と
し
て
の
同
盟
に
化
し
た
と
袞
ふ
ど
と
が

ハ
 

Z
 

■
 
‘
 

-
 
-
 
■
 
-
 

.
 
.
 

-
 
-
 

.

•

- 

.

.

.

.

.

.  

...  

- .
.

- 

-

.

...  

.■:■ 

: 

.  

.
■:
.
, 

.  

-.
.
.

 

' ,

-:

.

出
來
る
や
う
に
も
思
ふ
。

ー
體
或
る
組
織
か
ら
、
穣
極
的
な
.る
も
の
乃
至
動
的
な
る
も
のQasuynainische

)

が
失
は
れ
行
く
に
從 

つ
て
、
こ
れ
を
形
式
的
結
合
を
以
て
補
は
ん
と
す
る
努
力
の
强
ま
つ
て
行
ズ
の
は
事
の
常
で
.あ
ら
う
が
、
そ
れ
が
商
業
革
命
期
に
際
し
，
 

，た
獨
逸
ス
ン
ザ
、に
現
は
れ
て
居
る
と
見
る
め
で
あ
る
。

丨

,

,
;■
,

.

ノ
商
業
革
命
時
代
の
獨
逸
ハ
シ
ザ
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代
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ン
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.四
f
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:

| 

然
し
な
f

 

I

他
方H

於

士

ハ

^

g

中
I

制

度

德

成

を

写

ハ

ン

ザ

が

直

ち

に
S

Q

.
繁

歷

(

§

1

.

?

.

.

_

.

 

, 

f
日)

に
8

し
た
鑫
す
こ
と
は
當
身
て
居
な
い
。
：何
と
な
れ
ば
‘
.一
五
九
九
年
ブ
ラ
ゥ
ン
シ
,，
ヮ
ィ
ク
市
ま

i

.
リ
タ
.ヒ
•

’ 

T

ゥ
ス
侯
と
の
間
に
爭
ひ
I

じ
た
時
* 

S
は
ブ
レH. 
メ
ン
‘
マ
グ
デ
ブ
ル
，ベ

•ヒ
ル
デ
ス
，
ハ
ィ
ム
諸
市
I

f
協
_
し

た

が

、 

そ
の
席
上
フ
レ
* 
メ
ン
の
代
表
者
の
提
唱
す
る
と
こ
ろ
は
、
諸
侯
の
暴
力
的
千
渉
-に
對
し
て
、

尸
ン
ザ
露
市
は
傳
來
：の
特
權
•良
か 

| 

義̂
を
麵
す
る
爲
め
に
政
治
的
結
合
を
作
る
こ
ど
で
あ
：っ
た
。
こ
S

案
は
翌
年
の
會
_
に
於
い
て
>
:從
來
.の
聯
合
綴
に

f

と

I

由
を
以
て
f

f

ら

れ

.て

了

っ

て

居

美

せ

然

し

こ

の

ブ

=

メ

ン

I

着
の
も
の
が
、
こ
の
時
尙
.ハ
’
ン

ザ

が

政

治

履

な
 

- 

ら
ざ
り
し
こ
と
を
立
證
し
て
居
る
か
ら
で
あ
レ
s

。
I

述
の
.聯
合
規
約
に
於
け
る
宣
ー
B:
v

こ
の
證
彥
.
.一:と
|

ぅ
/

C
れ
に

も
拘
ら
中
-
そ
の
後
も
傲
引
き
續
い
て
ハ
v

t

は
、
舊
來d

經

觀

的

特

權

團

體

だ

，る
.
に

f

、っ
て
f

己
と
は
出
來
な
か
っ
た
や
ぅ
で 

I 

あ
る
。
そ
れ
は
筆
ノ
ハ
ン
ザ
都
市
と
各
S

が
、
相
芝
外
交
官
を
駐
5

レ
め
て
混
'る
こ
と
か
秦
ひ
得
め
れ
墓〕

ッ

シ
 

••

合
に
咤
明
か
に
パ
ン
ザ
は
一
筒
の
政
治
麗

S

化
し
て
f

の

で

あ

るO
V
こ

の

轉

換

は

，
-
時

代

の

要

求

に

適

應

し

た
そ

れ

で

あ

っ

.

，た
4

は
ね
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參
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慕

附

記
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氏

あ

れ
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r
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會
大
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c
s
)

獨
逸
ハ
ダ
ザ
•が
同
盟
で
ぁ
る
と
云
ひ
'慣
は
'さ
れ
て
居
る
時
、
そ
の
同
盟
上
は
如
何
な
る
內
容
'の
も
の
か
に
就
い
，て
、
M
.に
そ
れ
が
ー
應
规
.
 

定
さ
れ
て
も
*
倚
時
に
腦
じ
て
變
化
し
た
の
■で
あ
つ
た
こ
と
に
就
い
て
、
他
日
論
ず
る
機
#
を
持
ち
た
い
と
思
つ
て
居
るO

十
六
世
紀
の
和
蘭
.は
、
そ

0
前
半
ガ

T
ル
五
世
の
治
下
に
あ
り
T
N-:

次
い
で
.
7ィ
リ
'ッ
ブ「

1
1世
を
：そ
;0
王
と
.し
て
戧
^
た
0 

t
e
i
u 

フ
ィ
リ
ッ
'ブ
ニ
佌
の
銃
治
の
下
に
あ
る
•こ
と
.は
さ
し
て
，長
く
か
く
、
六
五
年
ネ
.‘早
デ
ル
ラ
ン
ド
の
貴
族
等
.̂
へ

H
X;
黨
の
她
織
、
民
衆 

の
偶
像
破
壞
運
動
の
激
化
、
七
ニ
年
ウ
ィ
ル
レ
ム
•
.フ.ァ
シ
-
オ
ラ
ブ
一
一

.エ.の
'第
二
次
進
軍
、
'七
九
年
ウ
ト
レ
.ヒ
ト
同
盟
.結
成

等

.の

事

件

.を
經
で
'、
'遂
.に
.
.ハ
•フ
ス
'ブ
ル
グ

-
フ̂
ル
♦ク
シ
ド
.王
朝
.の
.支

配

か

ら

離

脫

，
す

る

に

至

っ

た

，
の

で

あ

る

5
0
0 

'

へ

：

_

初

、m

g

の
：世

界

：に

於

け

る

最

大

勢

カ

と

；

--
%

袞
ふ
べ
ぎ
神
聖
'羅

馬

帝

掘

皇

帝

方

：
プ

‘：：ル:£
1«
:
,
,
:の

瘡

下

也

於

れ

て

.
”

觀

蘭

商

業

資

本

は

そ
« >

货
後
の
カ
を
か
.り

て

ぎ

由

に

驥

足

を

仲

ば

し

得

た

で

あ

，ら

_
ぅ
.
か
。
こ
.
れ
に
對
し
て
は
、
力
^

ル
五
世
が
#

ル
グ
シ
ド
友
*
本
チ
參

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

■■
•
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, 
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..■:
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- 
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- 

■

;■
..:

.

ル
ラ
ン
ド
の
主
君
で
あ
る
と
同
時
に
、
獨
逸
帝
國
皇
帝
で
，も
.あ
つ
た
.こ
i

が
顧
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
和
蘭
&

君
幸
で
も
あ
り
、 

獨
逸
ハ
ン
ザ
母
國
の
最
高
支
配
者
で
も
あ
っ
た
事
情
で
あ
み
。-
:從
っ
七
ヵ
ァ
ル：

五
世
.は
、
前
者
の
立
場
に
於
い
て
は
獨
逸
ヘ
ン
ザ
に
下

• 

. 

' 

.  

. 
一- 

.

.

.

.

.

. 

.

.
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■
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利
な
る
政
策
を
と
る
こ
と
多
ぐ
、
後
若
と
し
て
は
恒
に
和
蘭
人
の
，商
業
的
利
益
を
顧
慮
；
各
と
は
限
ら
な
か
つ
た
。
然
し
總
じ
v

s
へ 

ば
*
玉
：，の

< 
ン
.ザ
に
對
す
.る
立
*
は
、
ネ

^
ア

ル

ラ

；
ン
ー
ド

.に
對

ず.る

關

心

ょ

り.?
)滅
く
.、
-ネ
ラ

デ

ル

ラ

ン
‘ド
の

爲

め̂
,
-
<
ン
.ザ
，
.の

商

業 

商
業
軍
命
時
一
代
の
獨
逸
ハ
ソ
ザ
，

、
 

. .. V.; 

.
-
四
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シ
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八

’
2

O

S

C

A

、を
利
用
す
る
u
i-

に
.重
點
が
置
か
れ
た
Q

近
代
國
象
成
立
期
に
於
い
て
、貨

帶
は
廿
6
!
7
1
1
5
>沒
1;11日

.
'で
あ
.づ

た

と

は

ょ

く

一

其

は

^

る

と

' 

- 

> 

- 

. 

:

;こ
ろ
で
•あ
1

が
、
ヵ
_
.ァ
ル
五
世
と
て
も
こ
の
例
外
で
’は
な
く
、
し
か
.も
.
t

の
財
政
、的
源
泉
を
ネn

ア
ル
ラ
，‘

v

ト
.に
見
出
ず
以
上
-

和
猫
. 

童
瘌
め
立
場
が
採
ら
れ
た
の
は
當
然
で
あ
つ
た
。
，然
し
な
が
ら
こ
れ
さ
べ
も
決
し
て
徹
底
.し
•て
.行
は
れ
，た
•の
で
は
•な
か
つ
たo

可
と
な 

れ
ぼ
、
ヵ
.
> 
ル
茧
世
'#

多
ぐ
0

他

の

領

邦

君

主

：と

茼

じ

く

、

<
經
濟
的
艮
的
ょ
り
も
領
土
的
•

政
治
的
目
標
5:
'

,第
^

に

置

，
い

た

か

ら

で

あ
 

i

d

從0

て
商
業
乃
.至
經
濟
-へ' 
の
關
心
は
"、
_

ゆ
る
顧
戾
經
濟
的
立
場
か
.ら

.<
D

そ
れ
で
は
な
く
し
て
、"
先
づ
國
逋
的V

私
經
濟
的
立
場 

が
優
先
し
た
.ひ

.̂

あ
つ
た
。
し
か
も
そ
の
領
す
る
她
.域
の
廣
大
'に
し
て
且
っ
そ
の
個
々
が
利
害
を
異
.に
す
る
以
上
、
と
\

に
銃『

的
經 

濟
.政
策
.の

鐵

行

を

，期

待

す

る

こ

と

は

，不

可

能

で

.あ
<>

た

と.ー25
:

ぼ

ね

ば.な

ら.な
い'
.
0 
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•
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.
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.力
‘
ず
ル
，
五

世
^

と

っ.
'て
は
、
南
觸
办
巨
商
フ
ッ

*

ガ
>•
,の
富
も
、。
當
時
の
世
界
最
大
金
融
市
場
ア
ジ
ヴ
ヱ
ル
.ス
の
#

'̂

も
V
,西
班
牙
*
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ノ：
 
：
 

- 

... 

- 

. 

'
:
: 

-■-
/
.

 

,
• 

-
'

.■

.

.:,
-
-
-
-
-
- 

-
-
-
-
-

•
.
澳
太
利(

、後
に
は
新
大
睦
か
ら)

の
銀
も
*
洪
.•牙利
の
銅
も
す
ベ
て
必
要
で
あ
っ
•た
。
又
ネ
ぅ
ア
ル
ラ
ン
ド
の
滴
業
的
殷
賑
，に
寄
與
す
る
- 

,

ハ.
シザ

.の

.商
業
も
純
き
得
な
.か
つ
た
。
然
し
こ
れ
等
‘を
そ
の
-手
中
一
に
收
め
ん
'が
爲
め
に
採
ら
れ
た
對
策
比
、
す
べ
て
ヰ
の
_佌
界
支
‘SE
政 

,
.策
の
爲
め
の
も
の
に
外
な
ら
な
か
っ
允
の
で
あ
る
。
從
.っ
て
王
の
.經
濟
的
.
•財
政
的
諸
政
策
は
そ
の
湘
互
.の
間
に
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
尠 

.

く
な
，く
"
こ
の
摩
擦
の
存
在
か
ら
し
て
^

化̂
を
缺
く
こ
と
多
か
っ
た
の
，で
あ
る
。
例
へ
ば
ア
‘ン
•グH

ル
ス
の
世
界
的
商
品
集
散
地
' 

金
融
市
場
と
し
て
の
•地
位
を
維
持
す
る
に
は
、
‘と
X
に
集
る
外
國
商
人
に
有
利
'̂
^
漱
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ヵ
ァ
ル
芄
世

!
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.が
舊
來
め
都
市
，

ン
々
.ト'Q,

特
權
削
減
に
努
め
炎
の
姑
、

一：

に
は
.そ
，れ
が
屮
央
權
力
の
强
大
化
の
爲
め
に
も
.必
要

と

さ

^

た

の

で

あ

っ 

た
が
ノ
同
時
に
外
來
&
人
誘
致
の
手
段
で
も
ぁ
っ
た
?〕

。

そ
し
'て
と

，
の

限

り

，

'に
於

い.，て
は

、y
.ル
ッ
セ
ル
政
府
は
獨
逸
パ
V
>/
M

策
を
採
ち
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
然
し
當
の
ッ.

ン
フ
ト
改
芾
は
終
に
.徹
底
的
に
行
ひ
得
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
#
等

の

ぶ

納

金(/
'
)
^
失

す 

る
ど
^
を
惧
れ
た
：か
ら
で
：あ
り
、
.
.
'
こ
.の
_

は

彼

等.に
賦
與
さ
れ
た
特
權
に
霧
じ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
又
こ
，れ

, 

と
共
に
、

ハ
ン
ザ
友
好
の
態
度
.が
、
和
蘭
商
業
資
本
に
不
滿
の
念
を
抱
か
し
め
た
で
4
言
を
俟
た
.な
い
。

、
一
力
.ァ
ル
五
世
の
世
界
政
，治
上
.に
於
い
て
谨
要
課
題
士
す
る
と
，こ
6
は
、
西
歐

•
南
歐
で
は
伊
太
利
の
吏
.
1と
.佛
蘭
贿
勢
カ
0
打
倒
と 

で
.あ
り
、
獨
逸
> 
ネ
ヱ
デ
ル
ラ
ン
.ド
に
關
す
る
，限
り
で
は
羅
馬
帝
國
.皇
帝
と
し
て
藉
敎
の
維
持
に
置
が
れ
、
北
歐
.

：

に
於
い
て
は
丁
抹
の 

王
位
繼
承
問
題
へ
の
干
渉
、
東
.歐
で
は
囘
敎
徒
の
征
服
で
あ
つ
た
と
茇
つ
て
ょ
い
で
あ
ら
ラ
。
こ
の
世
界
權
ヵ
政
策
遂
#

0爲
め
に
频 

發
.し
.た
數
々
の
.戰
爭
に
於
い
て
、
ネ
ェ
デ
ル
ラ
ン
ド
は
®
費
乃
至
軍
需
品(

武

器

.•
馬
匹)

の
供
給
源
枭
と
し
，で
利
用
さ
れ
た

'0
期
：か 

る
狀
態
の
下
に
於
い
て
は
、
ネ
ニ
ァ
ル
ラ
ン
ド
.の
對
外
質
易
は
屢
そ
杜
絕
す
る
薆
目
を
見
ざ
る
釔
得
な
か
つ
た
0
:對
丁
株
關
係
か
ら
1>

.
て
和
蘭
の
，パ
ル
ト
海
航
行
が
妨
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
の
は
"

.

旣
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
o

十
六
低
紀
前
华
ネ
ェ
デ
ル
ラ
ン
ド
，東 

北
篇
境
地
帶

(

ゲ
ル
デ
ル
ン

)

に
於
け
る
戰
雄
に
ょ
つ
て
、
該
地
方
は
荒
廢
し
商
業
は
長
ら
く
杜
絕
し
た
.0

又
一
五
ニ一

丨
四
四
年
の 

間
に
四
囘
.
行
は
.れ
た
對
佛
蘭
西
戰
郇
に
ょ
つ
て
、
佛
蘭
西
と
の
交
易
が
閉
鉞
さ
れ
た
こ
と
は
茇
ふ
迄
も
な
5

^

>)

0

し
か
も
そ
の
餘
波

• 

は
ネ

H

デ
ル
ラ
ン
ド
沿
岸

.に
於
け
.
る
佛
蘭
西
私
拿
捕
船
の
活
躍
と
な
り
、
と
.
れ
.
に
ょ
つ
て
和
蘭
船
舶
の
西
部
航
海
も
朿
部
航
海(

物
に 

g

威
航
海)

ネ
危
險
に
曝
さ
れ
る
に至

；：

つ
た
,?
^

又
フ
ラ
ン
ド
ル
•

•

ゼ

H

ラ
ン
ド
*
和
蘭
等
の
漁
民
の
北
海
鰊
の
漁
撈
に
も
尠
か
ら

* 

:
: 

: 
ノ
.
 

.

. ■

,

.ぬ

.損
害
を
與
へ
た(

6)

0
然
し
な
が
ら
戰
時
：に
於
け
る
武
器
»
馬
匹

•
食
料
の
輸
出
禁
止
も
、
平
時
^
於
け
る
怫
蘭
西
鹿
葡
萄
酒0

>
)

 

乃
至
海
鹽
.の
輸
入
制
限
も
、
.全
く

:̂
れ
を
完
全
に
行
ふ
こ
と
は
難
か
<>
た
。
薔
し
ア
，
ン
ヴ
ル
ス
の
繁
榮
び
爲
め
に
は
通
過
質
易
.の
完 

商
業
潘
命
邶
代
の
獨
逸
ハ
ン
.ザ
:

»
 

. 

V
. 

四

九

(

1
0四
七)

.



1•ナ
1

I

I
i!Ii
I

I

I
I
ii

i

i
：i!

姑？m

I
丨I

:旬

!
i

1ii,；

I

pi
8:

商
業
雄
命
埤
代'
の
獨
逸
ス
ン
.
ザ
. 

s

o
 

(

1

0

四
八)

容
易
に
破
ら
れ
た
.か
ら
で
あ
る(

8
>。
.こ
れ
に
反
し
て
ハ
シ
ザ
は
、
こ
の
戰
時
.兄
於
い
て
中
立
的
立
場
に
あ
つ
た
故
に
、
少
く
と
も

-H 

部
航
海
.(

殊
に
佛
蘭
西
西
岸
の
海
鹽
運
送)

に
關
し
て
は
有
利
に
行
酚
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
し
か
も
こ
れ
に
對
し
て
ネH

デ
ル
ラ
ン 

ド
政
將
-0
西
部
航
海
禁
止
令
も
、
何
等
實
效
を
收
.め
..るに
は
、至
ら
な
か
つ
た
。
何
と
な
れ
ば
•
後
述
す
る
如
く
ネH

デ
ル
ラ
ン
ド
に
於 

い
て
、
、ハ
ン
ザ
船
舶
の
舶
載
す
る
來
歐
商
品
は
て
れ
^
缺
く
こ
と
を
得
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

‘
要
す
る
に
力
ァ
ル
五
世
は
、
和
蘭
0
致

富

を

望

ま

，
な

か

.つ
た
の
.で
は
決
し
て
な
，か
つ
龙
の
で
あ
る
0
‘然
し
，そ
の
怫
蘭
西
や
併
太
利
に 

於
け
る
歐
洲
亥
配
政
策
の
爲
め
に
、
丁
抹
.に
於
け
る
政
治
的
干
渉
の
故
•に
、
M
に
は
ネ

J-
デ
ル
ラ
ン
ド(

和
蘭
以
外
の〕

に
於
け
る
外
來
‘ 

商
人
の
誘
致
策
と
し
て
の
ハ
ン
ザ
友
好
策
を
講
じ
，た
こ
と
か
ら
し
て
、
結
局
和
繭
^
業
|

海
運
業
の
促
迆
と
ネ
盾
す
る
結
艰
を
怊
い 

炎
の
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
こ
の
意
味
に
於
い
て
和
蘭
の
バ
ル
ト
海
航
行
に
對
し
て
は
、
こ
れ
に
徹
鹿
的
支
援
を
與
へ
る
こ
と
が
出
來
な 

か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
十
六
世
紀
前
半
に
.於
け
る
，
ル
ト
梅
支
配
に
關
す
る
和
蘭
の
菩
惱
も
：
ゲ
ル
デ
ル
ン
地
方
の
戰
塵
收 

つ
て
こ
れ
が
、不
工
デ
ル
ラ
ン
ド
に
併
合
さ
れ
た
年C

1

五
四
四年

：}

に
は
、
遂
に
一
掃
す
る
.乙
と
が
出
來
たo

旣
述
の
如
く 
•、
シ
バ
ィ
ャ 

ァ
の
條
約
は
、
'淑
蘭
商
業
資
本
の
バ
ル
ト
㈣
進
ぬ
に
對
し
て
、
爾
後
評
價
し
得
べ
か
も
ざ
る
程
の
權
益
を
與
へ
た
の
で
あ
る
。
加
ふ
る 

に
こ
め
頃
、

ハ
.ン
ザ
內
部
‘の
分
裂
が
搏
び
明
白
に
さ
れ
I

會

が

衰

た

。
そ
れ
I

ァ
ル
五
事
渐
敎
抑
腿
策
に
端
を
發
す
？

マ
、
力
ン
デ
ン
戰
爭(

一
五
四
六
丨
四
七
.年)

に
.於
い
て
、
;,
ハ
ム
.ブ
ル
ク
及
び
ブ
レ
：H

ス
ン
は
新
敎
側
に
加
^
し
た
に
對
し
、
リ
チ
べ
ッ 

ク
及
び
ケ
ル
.シ
は
中
立
的
態
度
を
表
.明
し
て
こ
れ
に
參
加
し
な
か
つ
た
こ
と
で
.ぁ
る
^
0。
、こ
の
.内
部
的
疏
隔
は
、
和
]®
商
業
資
本Q

'バ
ル
'

(

ト
：海
進
讯
に
際
し
.て
ハ
，
乘

ず

：べ

'き
間
隙
0
へ
所
龙

发1
4す
も
：0
で
^
 ̂

'
1
:

-

、
 

、
： 

：
i

:
-,
v 

'
'斯
く
の
如
く
和
蘭
に
-'
<
?
:
.
っ
て
、
，ヵ
ァ
ル
.五
.世
治
下
の
末
年
に
は
、
漸
く
有
利
な
愦
勢
に
惠
ま
れ
る
や
ぅ
に
な
つ
て
來
た
の
で
ぁ
る
。

■ 

- 

. 

.

.

.

.
/ 

.

.

. 
ノ 

. a 

'

■■
.'..
 

.
 

.

.

.

. 

.

■-
-
.
. 
-

. . 

- 

.

.

.

. 

• 

:

然

し

墓

室

：の
翁
害
：と
：、
：
：
和
；蘭

經

濟

の

利

害

;i

€>
摩

擦

は:>
::双
上

:̂
以
.
て
4

. #

さ
れ
だ
通
沦
^

.#
か
.
っ
た
。
力
ァ
ル
，五
世
は
ァ
ゥ
グ 

'

ス
ブ
ル
クd

免

象

議

C

1
'
五
35
:

1

1

年)

を
以
て
‘

_

# '

の
：新
敎
抑
踮
の
企
て
の
失
敗
が
明
か
ル
な
. 0

た
後
、
；隱
棲
を
決
意
し
%

ー
五
五 

六
年
そ
の
領
す
る
西
班
牙
べ
^

^
 

‘デ
ル
ラ
シ
ド
碁
む

)

；.を
皇
子
.
艺
ィ
：.

」

リ
ッ
プ
^

世
に
與
へ
.
.、
獨
逸
©
雄
は
ぐ
れ
を
皇
弟
フ
キ
ル
デ
ナ

ン
ド
一
世
に
譲
つ
た
9
と

‘.

こ
ろ
で
、
.■こ
の
新
?-
の
..下
に
龄
い
て
、
ネ
ュ
デ
.ル
ラ
ン
ド
、
從
つ
.て
文
和
蘭
は
如
御
.な
る
狀
_
に

置

か

、れ

た

.

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

一
：
.
.
.
-/
. 

.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

"

か
。
そ
れ
に
ft
-、
フ
ィ
リ
ッ
.ブ一

1世
即
攸
後
十
年
な
ら
ず
し
て
、
獨
立
戰
©
'を
^
き

出

す

最

初

の

錄

處

か

上

つ

た

こ

と

を

. ^
摘

す

れ

ば
 

十

分

で

ぁ

ら

ぅ
.0
こ

の

和

蘭

獨

立

戰

维

發

生

.の
•
經

濟

的

根
！
！

に

於

い.て
は
、
旣
に
大
塚
久
.雄
敎

授

.が

そ-:
0
才

霉

を

以

；
て
：
整

然

:<
?
*論
述

：さ 

れ

I

t

:ら
f

 

I

I
ぃ
5

れ
を
採
り
上
げ
暴

I

な
ぃ
が
、
•以

下

に

は

對

ハ

ン

文

關

係

把

赛

て

ぺ

翌

戰

雾 

先
驅
的
事
件
た
る
偶
像
破
德
蓮
動
に
一
瞥
を
與
へ
ょ
ぅ
。

,
• 
.、
 

ノ 

-

:

:-
'前
記
.の
如
く
ハ
ブ
ス
.
.ブ
ル
グ
I

ブ
>
グ
ン
ト
王
朝
の
，世
#
政
策
下
に
於
い
て
、
ネ
工
デ
ル
ラ
ン
ド
諸
州
め
謂
ゅ
る
政
治
的
狀
態
は 

極
め
て
困
難
な
も
0
が
ぁ
っ
た
。

一
般
の
粗
税(

消
費
.，稅
.
'
•
公
課
金

.
十
分
一
税)

の
負
擔
は
茁
く
、
M
に
財
政
支
出
の
不
足
を
補
ふ
爲 

め
に
，新
種
税
が
課
さ
，れ
て
行
つ
.た(

-1
1)

0
こ
の
事
態
は
プ
，ィ
リ
ッ
プ
ニ
批
治
下
に
，ぁ
つ
て
も
何
等
變
る
と
こ
ろ
は
な
か
つ
た
の
で
ぁ
る
。 

殊
に
先
王
の
志
を
繼
い
-で
行
っ
た
對
怫
戰
讲
は
、
ネ
ヱ
デ
ル
：ラ
シ
ド
^

の̂
封
.鎖(

一
五
五
八
年〕

を
生
み
、
、
こ
ゝ
に
對
外
贸
晶
は
选
だ 

阻
寄
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
穀
物
輸
入
は
、
英
吉
利
•丁
抹
•
ケ
ル
ン
等
と
の
對
立
關
條
に
ょ
つ
て
、
特
に
®
難
と
な
つ
た
の
で
ぁ
"る
。
■

-

商
業
革
命
時
代
.の
獨
逸
ハ
ン
ザ

'

.

五

一

，

(

1
0侧
汍)
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商
業
革
命
時
代
め
產
ハV

ザ
.‘
‘ 

五

ニ

.

(
一

〇
芄
〇) 

，.
即

ち

エ

リ

ザ

ベ

ス

*
王
政
府
to
よ
つ
て
關
税
は
引
上
げ
ら
れ
、
又
.ネ

 ̂
‘デ
ル
、ラ
ン
ド
の
船
舶
が
英
吉
利
商
品
を
積
出
す
こ
と
を
幾
止
せ 

‘ら
れ
，
た

。

又

東

歐

に

於

い

，

て
は
、
露
西
蓝
勢
カ
の
倭
出
に
よ
つ
.て
9
ジ
'ラ
，\
ド

に

、於

け

る

獨

逸

騎

士

團

は

崩

壞

し

(

ー
五
五
七
年)

、
乇 

•スtj

ォ

.帝
國
と
波
蘭
と
.の
.間
：に
は
紛

爭

极

捲

き起
さ
れ
、
こ
れ
と
相
前
後
し
て
瑞
典
は
レ
ヴ
ァ
ル
と
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
を
占
領
し
、
.丁
朱 

1は
‘

H

1 セ
ル
と
ク
令
ア
ラ
ン
ド
を
征
服
し
た
P
そ
し
て
こ
、
に
一
方
に
於
い
て
は
端
典
と
モ
ス
.コ
ォ
帝
國
と
の
連
繫
.、
他
方
に
於
い
て
‘ 

は

丁

抹*1
波

蘭•

.リ

ュ
ベ
ッ

ク
の
聯
合
に
よ
っ
て
粉
^
は
一
層

擴
方
さ
れ
-
謂
ゆ
る
.北
方
七
华
戰
爭(

.一
五
六
三
|
七
〇
年)

と
な
：っ
.た 

の
.で
あ
.る(

12
0
。

こ
‘の
時
丁
抹
側
は
、
.
'最
初
戰
費
調
禮
の
一
助
と
し
て
ズ
ン
ド
通
行
税
を
引
上
げ(

13)

-
次
い
で
和
蘭
船
舶
が
そ
の
稹 

載
せ
る
鹽
を
瑞
典
に
供
給
し
た
と
の
理
由
を
以
.て
、
.そ
.の
拿
捕
及
び
ズ
ン
'ド
封
鎖
の
擧
に
.出
で
た(

14)

0
こ
の
七
年
戰
铆
に
於
い
^
は
、
：
 

ネ

-
デ
ル
，ラ
ン
‘ド
は
中
立
的
立
場
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
.、
然
し
右
の
對
束
，北
歐
交
易
の
障
害
に
戡
き
、
穀
物
輸
入
は
著
し
ぐ
阻
ま
れ 

た
の
で
あ
っ
た
。

• 

、
 

• 

.

、 
-

•

:
.
/
- 

.
 

.

-'•
... 

.
•
-

-'
.•.い-

r’.'
:■ ̂

',
.. 

. 

.
:
.
'
•

--
•:'
•
'
.
'
-
*
'

い，
,
:

... 

> 、、へ.

-

... 

. 

. 

.

!•
:'
..べ.•： 
： 

• '
 
.
 

■■.
 

- 

. 

• 

:
:
.
-
.
. 

. 

•

’P

•
の
結
_

殼
價

o

«

_茇
あ
灰
、
_
勞
«
者

':
»
«銀
_

0-
«

い
ま
，
巷0

頃
ゥ
ト 

レ
ヒ
.ト
に
於
け
る
小
麥
價
格(

每
シ
ュ
ッ

フ
ル
¥
表
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る(

16)

.

O 

(

單M

■ス 
:>
イ
.フ
.
.
.
ェ.：ル)

、：1
六
1赛

h-A

五
.?、

a

，六

五.

年

-
1
K六六
年

ふ
 

_

嚷
月
：
：：フ
^

)

：
許 

：> v
'
:
v 月

丨
:h
^ 1
.
,
l
v
:
.丼

：
o

.

g

I

i; 4
j

.
、

」

67
64
料

、

11
3

.
61
|

卿

99
14
.

12
5

10
?0 

右
の
う
ち
一
五
六
三
年
末
以
降
に
於
け
^
,急
激
な
る
下
落
は
、
ハ
ム
ブ
ル
ク
や
ブ
レ
ェ
メ
ン
か
ら
ァ
ム
ス
テ
ル
^4

 
_に
輸
^
さ
\
る

殼
物
の
激
增
に
菽
く
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
穀
物
騰
貴
の
根
，源
た
る
ズ
ン
ド
封
鎖
を
打
開
す
る
こ
と
は
.、
.失
業
者
>
資

民

.の

增

加

の

他

.

.
-

:

.

.

.

.
•
• 

"
I 

.

. 

. 

..へ

.ノ 

r

.

.

.

.

.

.

.

.
- 

.

.

. 

.

.. 

/ 

.

.

.

方
に
於
い
て
、
十
六
世
紀
：

S-

葉
頃
よ
り
ネH

デ
ル
ラ
ン
ド
の
織
物
勞
働
啻
，•
船
員
等
の
間
に
多
く
の
職
依
#
を
見
出
し
た
力
ル
：ヴ
ィ

'一

1

. 

ズ
ム
が
、
彼
等
の
間
に
も
傅
播
し
て
舊
敎
政
莳
に
對
す
る
ft
惡
の
擴
大
す
‘る
‘こ
と
を
阻
此
す
る
上
か
ら
も
、
必
要
と
さ
れ
た
ひ
で
あ
つ

...
 

.

'

.
ノ

..
一
，...
：
.;.
.
V.

./.

.'
 

■.
'
.
:
.

 

•
.

"

パ
，-...-■
 
:
 

■

ノ
- 

.
ノ
. 

.

•-
»:

■:
 

.
 

.
 

.

.

.

た
。
然
し
財
政
難
の
裡
に
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ッ
ブ
ー
一
世
に
は
、
.こ
の
•意
il
l
を
强
行
す
る
手
段
が
缺
け
て
.居
た
の
で
あ
る
。
即
ち
宗
敎
的
抑 

腿
は
可
能
、で
あ
っ
た
が
、
，ス
ン
ド
I

を
丁
抹
に
迫
る
こ
と
は
•出
來
な
か
っ
た
。
i

ド
は1

五
六
五
年
六
月
封
f

解
か
れ
た
が
;' 

然
し
そ
れ
は
穀
物
輸
出
禁
止
に
よ
る
波
蘭
農
業
の
不
利
を
顧
慮
し
て
、
波
蘭
國
王
が
丁
抹
に
交
渉
し
た
結
果
で
あ
っ
：.て
、
フ
ィ
リ

ッ
ブ 

二
世
の
權
ヵ
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る(

17
.

〕

。

し
か
ふ
ズ
ン
'ド
航
行
が
自
由
と
な
り
、
東
歐
か
ら
の
穀
物
が
西
歐
に
支
障

.

.

. 

...... 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
•
»
.
' 

- 

..... 

.... 

. 

. 

.

.

.
•*
:. .■■
:
.
.
.
,V
-
. 

.

.

.

.

.

な
く
運
.ば
れ
る
に
至
っ
て
、も

.
尙
布
表
に
見
る
如
く
穀
價
の
漸
增
傾
向
は
阻
止
さ
れ
な
か
っ
た
衣
こ
の
所
以
は
、
，右
の
穀
物
50
7
ム
ス 

テ
ル
ダ
ム
卸
の
强
制
と
そ
の
W
輸
出
の
禁
止
策
が
.講
ぜ
ら
れ
、
こ
の
’束
縛
を
厭
つ
て
：ハ
ン
ザ
船
舶
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
.A:
に

は

入

港

せ 

.ず
し
てH

ム
デ
ン
に
穀
物
を
連
ん
^
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
ぅ
。
斯
く
て
中
央
政
府
の
對
策
も
、
叉
侗
々
の
都
市
當
局
の
市
民
困
^
打
開 

策
も
、
孰
れ
も
效
染
な
き
裡
に
、
穀
價
は
益
々
騰
貴
を
續
け
、
こ
の
間
一
般
の
不
滿
は
增
犬
し
て
、
遂
に
一
瓦
六
六
年
®:
、
偶
像
破
壤

運
動
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
他
の
幾
多
の
要
因
の
共
働
の
卞
に
、
纏
が
て
獨
立
戰
箏
に
ま
で
巡
展
し
た
.の
で
あ
っ
た
。
：

、 

• 

.

.

獨
立
戰
举
の
經
緯
は
、
こ
X
に
述
ぶ
る
要
は
な
い
。
本
節
祀
關
す
る
限
り
に
於
い
て
は
、
和
蘭
が
西
班
牙
の
.轆
下

を

脫

す

る

：
に

及

ん 

で
、
初
め
て
そ
の
商
業
的
進
出
を
全
ぅ
し
得
た
こ
と
を
沄
べ
ば
足
る
。
そ
れ
ば
和
蘭
聯
邦
が
積
極
的
に
そ
の
自
國
商
業
資
本
の
利
益
追 

及
促
進
に
努
め
た
か
ら
で
あ
り
、
'更
に
究
め
て
宏
へ
ば
、「

‘⑩
蘭
七
州
が
聯
邦
と
し
ム
㈱
殳
し
た
瞟
，
政
治
的
權
办
を
握
り
獨
立
：の
利
益
ハ

. 
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- 

- 
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商
業
革
命
時
代
の
摘
逸
ハ
ン
ザ
_
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i
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v
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(
1
c
m

一)



南
業
革
命
時
代
の
獨
逸
ハ
ン
ザ 

.
芄

四

2

0
芄
ニ
ヴ 

を
壟
斷
し
た
も
め
は
Y
少
數
の
前
期
的
大
商
業
ズ
ル
ジ
«
ア
、
.就
巾
ホ
ラ
ン—

州

«'
ア
：ム
ス
テ
"
’ル
ダ
•ム
の

商

業

，ブ
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方

に

於

い

て

：、

：
西

玴

牙

ゼ

_

西

の

產
 

す

る

葡

萄

酒

、

怫

蘭

西

海

岸

や

：葡

萄

牙

に

於

，け

る

鹽

は

ハ

]8〕

，
ネ
ェ
デ
ル
ラ
ン
ド
の
毛
織
物

^
共
に(

14
>
,
:策
北
歐
：に
於
い
'て
渴
仰
さ

V
.
.
.
.

パ
-
-
,
.
.

ン

.

.
-
.
.
.
.
.

..

.

.

.
'
'
-
-
'
.
'
.
.
.
'
: 

: 

. 

.

.

. 

, 

. 

. 

• 

•
.
.
.
.
.

れ

、
る

西

歐

主

要

商

品

.で
あ

つ.た
。

そ

の

外

に
.は
西

班

牙.の
羊
毛
、
リ
ス
ポ
ン

.に
集
る
取
印
度
產
物
等

#

,ネ
-チ
デ
ル
ラ
ン
ド
に
甯
み
绘

’ら
れ
た
。 

_ 

; 

^

: 

.

.

.

. 

, 

.

扭

て
、
以
上
の
■主
要
商
品
を
顧
み
れ
ば
、
そ
の
若
干
を
除
い
て
大
多
數
が
謂
ゆ
•る
嵩
荷
で
あ
る
0
;
.即
ち
十
六
世
13

の
東
西
商
業
路
に

於
い
て
は
、
こ

れ
等
嵩
荷
取
引
が
重
要
な
部
分
を
占

め

る

に
至
つ
た
の
で
あ
づ
た
。
ヒ

0
運
.搬
：に
.は
海
路
蓮
絡
.が
適
當
す
る
0
i

ろ

で
、
商
業
革
命
'に
於
け
る
最
初
の
エ
ム

ポ
リ
ゥ
ム
が
ア
ン
ヴ

ヱ

ル
ネ
で
あ
.つ
た
と
い
ふ
こ
^

は
、
.こ
0
來
'西
雨
歐
雜

の
她
'が
.中
心
市
場
で
‘ぁ
-0
:た
と
考

 ̂

.
然
ら
ば
、
從
來
主
と
し
て
ス
テ
ネ
プ
ル
商
你
^
^
^

覇
を
f

て
居
た
リ
キ
べ
ッ
ク
ば
、
：

#
の
1
引
對
象
<?
>
-變
化
、
從
つ
て
叉
商
業
路
の
推
移(

ユ
，
ト
ラ
シ
ド
半
爲
橫
斷
睦
路
と
，ズ
ジ
ド 

fe
.峽
囤
過
紙
路
と
の
歡
此)

.
に
ょ
つ
て
、
そ
の
東
既
商
象
連
絡
上
.の
優
越
を
先
ク
た
で
あ
ら
ぅ
か
。

.

從
來
の
見
解
は
•
.十
六
世
紀
の
初
年
和
蘭
商
人
は
そ
.の
急
速
に
增
大
せ
る
ズ
ン
ド
，直
通
航
辦
を
て
、
帅
繼
塊
リ

=*
-
.ベ
ッ
グ
の
意
_
, 

を
喪
失
せ
し
め
、
こ
れ
に
：恶
き
遂
に
ハ
ン
ザ
は
朿
西
連
絡
商
業
れ
ら
閉
め
出
さ
れ
る
に
至
'つ
：た
愈

25
:
‘？
當

時

和

葡

の

：
ズ

ジ

；
ド

直

®

 ̂: 

海
が
ハ
ン
ザ
を
凌

.い
で
居
た
こ
と
は
、
前
揭
.の
ズ
ン
K-
通
航
船
舶
數
の
比
較
か
ら
見
て
も
腺
か
；で
:̂
る
。
然
を
に
近
時
ミ
ッ
ク
グ
■ィ

ッ

.. 

ツ
氏
は
•
こ
の
和
蘭
船
舶
は
ハ
ン
ザ
取
扱
の
員
«|
を
稹
載
し
た
の
で
あ
つ
て
、和
來
の
商
_

依̂
然
ハ
ン
ザ
商
入
の
^
む
と
こ

'ろ
で
あ
つ
. 

た
。
矩
つ
そ
リ
ュ
ベ
ッ
ク
は
、
尚
康
西
商
品
取
引
の
規
制
者
ど
し
七
の
舊
來
の
優
越
的
地
位
を
保
持
し
龙
と
論
斷
さ
れ
て
居
る
®)

。
.

-
1
.
.
- 

.

'
:
.,-
- V

•:
■.-
 

- 
'.一
 

- 

- 

■

.
 

. 

r 
.■
■«-
-

 

. 

■ 

--- 

... V. 

. 

. 

■
■
■

:
,

c

rt
注
自
す
べ
き
反
駿
...
で：

あ
る
が
、
然
し
そ
の
後
で
同
.氏
自
身
が
、
レ
ヴ
ア
ル
に
於
け
る
*
要
輸
出
入
品
に
關
說
し
て
、
，鹽
：<»
.輸
久
，は
.
一
 

和
[1
.
船
1が
そ
の
大
部
分
を
行
ひ
、
こ
.の
後
.に
ハ
ム
ブ
夂
ク
船
及
び
リ
.ュ
べ
ッ
ク
船

が

續
く

。
そ
し
，
怫
蘭
西
產P

-.®

を
舶
載
.せ
.る
和

蘭

. 

船
隊
は
*
こ
れ
を
和
蘭
船
、在
の
計
算
で
裸
麥
と
交
易
し
た
とM

は
れ
て
居
る
の
は
«

^

,

_

0
論
斷
_

盾
す「

る
，
即

^
^

に
ょ
れ
ば
、
和
蘭
人
は
ひ
と
り
海
運
業
の
み
な
ら
ず
ノ
商
業
に
も
益
ク
進
出
し
て
行
や
た
の
で
-̂

び
ノ
”

ュ
べ
ッ
ク
は
次
第
に
東
西
兩 

M

間
の
商
品
交
易
の
規
制
者
と
し
て
の
地
位
を
喪
失
し
‘つ
、
あ
つ
た
こ
と
，If
?：
な

る

か
ら
：で
^
る
o
,.
.
'
-
L>
て
風
れ
ば
、
ミ
.ッ
.，ク
ヴ

'
ィ

ッ

ツ

戌

, 

の
反
駿
は
結
局
妥
當
を
缺
く
と
S
は
ざ
^
を
得
な
い
。£1

し
こ
れ
を
同
氏
亦
主
と
し
て
研
究
.ざ
，れ

た

レ

ヴ

ァ

ル

I

Iリ
.ュ
ベ
ッ
ク
の
交 

易
に
關
し
て1K

ふ
と
の
條
件
を
附
す
る
な
ら
ば
、
多
苹
リ
ュ
ベ
ッ
ク
が
甯
成
し
た
地
盤
を
顧
み
て
、
リ
ュ
べ
ッ
ク
は
倚
仲
繼
市
場
と
し 

て
の
地
位
'を
維
持
し
.た
■と

^
へ
ょ

ぅO 
■然
し
チ
べ 

'ッ，ク
.—

レ
。ヴ
.ァ
ル
._.
の
商
業
丨
~
~
~
航
海
1は
.
.

C

シ
.
.->
;
の
全
體
指
.ヵ
^
見

れ

ば

..：

】

.

.
局
 

'' 

'商
業

革

命

時

代

：の
：獨
逸
ハ
ン
分

 

、
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五
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商
業
革
命
時
代

の

獨

逸

ハ

ン

ザ
.

-

 

六
〇

2

〇
2£
\)

部
に
f

u

つK
、

昼

.於

け

義

I

全
f

讓

f

l

し

く

な

い。

f

 

I

I
就

い

て

，
は
、
從
'來
の
：K
m

を
採
る
を
.至
當
と
す
る
。 

.

•

し
か
も
右
の
對
レ
ヴ
ァ

.ル
關
f

麗

し

て

も
尙
、
1

ベ
ッ
ク
S

退
は
蔽
ひ
難
t

の
が
あ
つ
た
。

そ
れ
は
リ
フ
ラ
,
ド
や
ェ

K

l

l

f

 
塵

f

 

f

、

i

 

J.ヴ 

m

l

 揭 

i

i

f

f
、

習

て

あ

る

。

即

ち

和

S

對

抗
f

し

て
.は
パ
f

s
市
S

で
.、i

ベ
ッ
ク
は
ハ
ム

.ブ
ル
ク
の
下
位
S

か
れ
る 

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
.前
述
の
I

取
引
へ
.の
轉
換
に
よ
つP

?

ざ
れ
た
，ハ
ン
ザ
S

の
勢
力
八
I

f

反
映
す
る
急
で

I

I

I

よ
い
。
即

1

C
 

V

i心
勢
力
は
、

i

l

輸
出
に
.

1な
、
そ

し

て

響

背

後

地

乃

署

I

磐

市
 

場
を
擁
す
る
河
口
都
市(

西
部
に
於
い
て
はH

ル
べ
河
：ロ
.

ブ
ル
ク
、
S

に
於
い
て
は
ヮ
ィ
ク
セ
ル
河
口
の
ダ
ン
チ
ヒ
ン
I
 

黨
で
あ
つ
た
。
リ
ュ
ベ
ッ
ク
も
亦
河
口
に
位
置
す

Z

I
つ
て
S

)

•

ト
ラ
ァ
フ
ニ
河
は
新
時
代
の
意
®

於
い
て

i

乃 

ブ
セ
ノ
に
丄
肩
す
へ
く
も
な
い
更
に
十
六
世
紀
に
於
け
る
ハ
ム
ブ

5

と
ダ
ン
，チ
ヒ
と
を
見
る
な
ら
ば
ノ
後
背
が
波
蘭
•
御 

典

•
プ
ロ
ィ
セ
ン
等
の
政
治
的
I

セ
に
響
込
ま
れ
て
、
そ
0

1

1
次
和
蘭
I

書
利
の
船
主
S

は

れ

て

行

つ

た

に

對

し
 

し

、

フ
ノ
ク
は
隣
接
.せ
る急

と

の

，經
濟
1

互
依
存
關

係

や

エ

ル

べ

：航

行

政

策

を

^
^
^
^

鑛

(
一

五
七
二
色
に
よ
つ
て
ス
テ
チ
ン
處
物
取
引

I

塞
中
に
收
め

_

」

變
咖
蘭
獨
立
戰

#:

の
#

亂

_

|

不

ぶ
^̂

ラ

ン

ド

大

商

人

或

は

因

班

牙

. -

.

馨

牙

の

猶

太

人

を

收

，

す

I

を

以
1

〕
、

こ

办

觀
_

る

發

磬

遂

げ

た

の
|

つ

た

。 

.但
し

こ.の
ハ

人

ブ

；
ル
：
ク

麗

頭

、

.そ
れ
に
管
て
リ
ュ
，ベ

 ̂

^
 

^

等
對
應
策
t
講
ぜ
す
、
舊
商
業
體
制
を
墨
守
し
，た
が
爲
め
に
生
じ
た
の
で
は
な
：：い
。
リ

-
ベ

；
ッ

ク

亦

自

ら

こ

0
轉
換
に
努
め
た
の
で
あ 

つ
て
、
そ
の
故
に
こ
そ
.こ
•の
世
紀
の
後
半
か
、ら
約
一
世
紀
に
か
け
て
同
市
の
西
班
牙
‘
•補
織
牙
航
行
は
、
’繁
榮
を
乐
し
得
た
の
で
あ
っ
‘

た
8

0 

■
然
し
な
が
ら
、
農
業
坐
產
者
'と
.の
笸
接
的
聯
繫
と
廉
價
な
運
賃
と
を
武
器
と
し
^
23〕

バ
ル
ト
海
へ

0
伸
繼
取
引
に
進
出
し： 

た
和
蘭
船
主——

商
入
.が
、
遂
に
優
越
的
地
位
を
古
む
る
に
至
っ
た
'
と
は
、
こ
0.
商
1
が

<
:ン
.ザ
.固
有

.の

領

野

で

あ

つ

た

だ

け

に

ノ

' 

リュベックに

•と
つ
て
致
命
的
打
擊
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
商
業
革
命
期
の
經
濟
發
取
に
#

ふ
取

扱
.:
®

ロ0«
量

の

增

大

、
，
乃

至

，
は

對

西

：
#
南

•  

歐
と
の
嵩
荷
取
引
の
繁
榮
を
以
て
癒
し
得
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
と
：.

M

は
ね
ば
な
ら
な
い
。

. 

• 

• 

• 

. 

■ 

. 

A
-
. 

(
»

扨
て
和
蘭
商
業
資
本
と
獨
逸
ハ
ン
ザ
と
の
，約
.逐
は
、
ズ
ン
ド
を
繞

-
商
業
戰
が
一
應
結
末
を
見
.衣
後
：に
^
、
'ス
：
ヵ

\
'
%
ナ

ヴ

ィ

ァ 

パ
ル
ト
漁
^
部
、
西

•
南
歐
、
そ
し
て
中
獨
と
.の
大
體
四
地
域
に
於
い
‘て
展

開

さ

れ

，て

行

つ

：於

0
嗜
あ
る
。
^
,
:の.個
々

0
競
學
：の

經

過

-

.

.

: 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

. 

- 

- 

■

. 

.

-
、

.;

ン.'
:- 

. 

. 

, 

.

.

.

.

.

:

'

.

.••

.

.

. 

.

. 

. 

Z 

.
.
.
.
.
.
.

 

.

.

.

. 

.

.

. 

- 

.

.

…

，を
述
ぺ
る
こ
と
は
省
略
す
る
が(

24)

*
.大
略
の
結
梨
を
宏
へ
ば
、
十
六
世
紀
を
終
る
頃
獨
逸
ハ
ン
ザ
が
尙
和
蘭
勢
カ
に
對
^
て
優
«
を 

誇
り
得
る
地
點
は
、
ベ
ル
ゲ
レ
、
ァ
ァ
ボ
、
西
班
牙
等
を
數
ふ
る
に
過
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
次
.の
十
七
世
紀
.は
、
周
知
の
如
く
ザ
ム
.

. 

• 

, 

• 

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

* 

. 

: 

.  

二 

- 

- 

■ 

. 

• 

. 

V 

' 

. 

\ 
.

-
K

テ
ル
ダ
ム
を
中
樞
と
す
る
和
蘭
.の
黄
金
時
代
で
あ
っ
て
、
遂
に
三
十
年
戰
役
後
獨
逸
ハ
ン
ザ
は
對
‘外
留
易
の
み
な
ら
ず
、
ぞ
の
：背
後
，
 

地
に
於
け
る
商
業
さ
へ
も
、
和
蘭
の
'手
に
畨
凇
ざ
^
を
得
な
い
窮
狀
に
追
ひ
っ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

•

-
,

,

然
し
な
が
、ら
、
和
蘭
商
業
資
本
^
獨
逸
ハ
ン
ザ
が
そ
の
商
權
を
繞
つ
て
鏑
を
削
つ
て
焐
る
場
合
、
兩
密
の
關
係
は
常
に
對
党
的
，の
.そ 

れ
に
終
始
し
.た
と
は
云
へ
な
い
。
時
に
兩
者
が
慠
力
を
辭
さ
な
か
つ
た
こ
と
も

あ

つ

た

。

例

へ

.
ば

旣

に

一
言
し
や
ぅ
に
、
ハ
ム
ブ
：ル
タ
，，'
:-
- 

が
和
蘭
商
品(

歐
洲
產
及
び
海
外
植
民
地
産
物)

.0
販
路
と
し
て
必
要
_で
あ
り
、
ゝ
逆
に
ァ
ム
ス
テ
ル
ダ̂
か
獨
逸
乃
至
北
歐
の
®

^

 ̂

商
業
革
命
時
代
の
獨
逸V

ン
ザ 

六

一

(

1
0芄
九
>



,

商
業
#
命
時
代
め
獨
逸
ハ
ン
ザ 

六
ニ 

(

一
 
〇
六
〇)

. 

場
と
し
て
缺
く
こ
と
を
得
ず
、
こ
こ
に
兩
市
0
問
に
.經
濟
的
依
徉
關
係
が
維
持
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
'と
も

、

庚

.い

意

味

で

の

協

力

と

劣

へ 

ら
れ
ょ
ぅ
。
然
し
さ
ぅ
い
っ
た
大
局
的
觀
察
の
下
に
.於
け
る
も
の
で
な
く
、
ょ
り
直
接
的
戏
兩
者
’の
聯
製
も
亦
、
時
に
ii
じ
て
見
，I1
，
さ

,

-
.
.
.
- 

■

-
.
 

•、
.
.
. 

• 

■ 

■

•.
 

.

.

.

. 

- 

..... 

- ノ
 

.

.

. 

/ 

.. 

.

.

.

. 

•
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■
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•
:
.

 

-

れ
义
の
で
あ
る
。
そ
の

^
干
を
擧
げ
れ
城
、
,先
づ
新
大
陸
貿
易
べ
の
共
同
參
加
が
あ
る
。
旣
述
の
ゥ
ィ
ッ
テ
ン
•.ホ
ン
ド
號
祺
件
の
如 

-

き
こ
れ
.で
あ
る(

25〕
。

又
斯
か
る
個
人
的
協
力
の
域
を
脫
し
た
も
の
と
.し
.て
は
、
リ
ス
ボ
シ
の

s
. Kreg-und 

s

r

Andreas- 

B

iHu
d
e

-Hschaft

や(
26〕
、
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の

s

r*-
A
n
d
r
e
a
s
-
B

,2d
e

.Hsnhaft

が(

27)

、.
ハ
ン
ザ
及
び
和
蘭
商
人
の
共
同
忙
紺
織
す
る
と
こ 

ろ
で
あ
つ
た
こ
と
、
或
は
リ
ス
ボ
ン
に
於
け
.る
ハ
ン
.ザ
領
事
€>
.沒
後
、
ハ
ン
ザ
.居
留
地
の
^

が
後
©
#
と
し
て
選
出
し
た
も
の
は
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蘭
人
で
あ
っ
た
と
い
.ふ
こ
と(
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五
七
一
.部)
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28)

、

パ
レ
ル
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に
は
ハ
ン
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及
び
.和
蘭
商
人
の
利
益
代
表
者
と
し
て
共
同
の
總
領
蕻 

が
駐
剖
し
た
こ
とC.1

六
一
七
¥)

等
が(

29)
、
資
料
の
中
'か
ら
拾
ひ
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
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.こ
れ
等
は
孰
れ
も
、
非
ハ
ン
ザ
と
の
.組
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禁
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c
と
^
ふ
ハ
ン
ザ
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政
策
に
背
馳
す
る
例
證
で
あ
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。
然
し
こ
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求
期
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サ
.

.Q

現
象
も
、
旣
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ハ
ン
ザ
商
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ヴ
エ
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五
六一) 一

年)

さ
れ
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と
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ふ
こ
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贈
が
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ャ
ン
ト

•
ア
ド
ダ

h

ン
チ
ユ
ァ
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え
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獨
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邀
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ら
れ
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獲
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。
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と
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く
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萄
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於
け
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の
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力
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す
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選
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い
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た
へ
31)
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業
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し
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し
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で
あ
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。
そ
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て
こ
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世
紀
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又
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1
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地
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し
た
も
の
よ
り
成
っ
て
居
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
頃
に
は
謂
ゆ
る
グ
，ウ
ツ
へ
ル
'的
坐
產
は
揮
か
に
#
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
たO 

然
る
に
十
六
世
紀
以
降
に
於
い
て
は
、
Bg
俗

の
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ル
ン
ド

」

へ
‘ル
め
中
に
は
、
利
潤
锻
捋
を
B
指
し
て
自
ら
穀
物
賢
買
に
從
離
す
る
も
の
を
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ず
る
。
こ
の
爲
め
に
彼
等
は
、
そ
の
'支
配
力
を
利
用
し
で
所
狗
地
を
观
大
し
、
そ
の
耕
作
に
に
裁
判
領
虫
，と
し
て
享
受
す
る
賦
役
を
以
て
す
る
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こ
の
他
方
-
自
由
農
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の
多
く
は
そ
，の
土
地
を
喪
失
し
、
謂
ゆ
る
牆
擇
と
な
っ
た
の
.で
あ
.る
。，

ゾH

レ
5

ィ
ッ
ヒ
/
•
水
ル
シ
タ
イ
ン
に
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僕
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法
制
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れ
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あ
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に
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成
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れ
て
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の
で
あ
っ
た
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係
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#
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ホ
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シ
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.
て

そ

の

グ

ル

ン
K
へ
ル
に
對
す
る
ぎ
納
は
比
蛟
的 

負

擔

の

輕

，い

こ

と

を
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。
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ヒ

•
ホ

ル

グ

タ

ィ

ン

が
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又
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